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は　じ　め　に

　ヒガンバナ科ネギ属に属するワケギ（Allium× wakegi 
Araki，河原，2014）は，ネギ（A．fistulosum L．）を
種子親にシャロット（A. cepa L．Aggregatum group）
を両親に持つ一代雑種であり雌性雄性ともに不稔で種
子ができない（田代，1984）ことから，営利栽培にお
いては栄養繁殖された鱗茎が種球として利用される．
　広島県におけるワケギの従来の作型は，秋季に鱗茎
を定植し年内に収穫する秋どり栽培，翌年の3月まで
に収穫する冬どり栽培および4月までに収穫する春ど
り栽培に大別される（野菜・茶業試験場，1989）．4 ～
6月は長日により鱗茎肥大が誘起された後の休眠期に
あたるため，鱗茎を定植しても萌芽せず，この時期か
らの栽培が困難であった．この対策として減圧吸水処
理による休眠打破技術（長谷川ら，1991）が開発され，
休眠期間を含む3 ～ 6月に定植する初夏どりおよび夏
どり栽培が可能となり，周年出荷作型が確立された．
　これらの作型の種球として用いる鱗茎は，秋季に鱗

茎を1球定植し，翌春までの数十に分げつした後の分
球により増殖し，その後の長日に誘起され十分に肥大
充実した鱗茎を掘り上げることによって生産される

（長谷川ら，1979）．掘り上げた鱗茎は，紐で結束し軒
下に吊り下げて貯蔵し，6 ～ 12月に定植する夏どり，
秋どり，冬どりおよび春どり栽培の種球として随時使
用する．しかし，3 ～ 5月に鱗茎を定植する初夏どり
栽培では，二次生育期途中の肥大充実が不充分である
鱗茎を掘り上げ種球として定植するため，定植後の生
育および収量の低下を生じることが生産上の課題であ
る．
　ワケギと同様に鱗茎を定植する同属のニンニクで
は，萌芽後の一定期間は鱗茎に蓄積された貯蔵養分を
利用して生育する（八鍬，2008）とされている．ワケ
ギの初夏どり栽培用の種球（鱗茎）生産においても，
定植後の生育および収量の低下を防ぐためには，慣行
の鱗茎の掘り上げ時期となる5月より2か月早い3月
に肥大充実した鱗茎を得る技術開発が有効であると考
えられる．
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　同属のタマネギ（青葉，1964；山田・琴谷，1971），
ラッキョウ（青葉，1967）およびニンニク（青葉，
1965）では，長日が鱗茎肥大に促進的に作用すると報
告されており，ワケギにおいても同様に長日により鱗
茎肥大が誘起されることが示されている（長谷川ら，
1979）．そこで，これまで筆者らは初夏どり栽培の定
植が始まる3月に肥大充実した鱗茎を得るため，長日
処理による鱗茎肥大促進の可能性について明らかにす
るため，光源と光強度，日長延長と暗期中断および長
日処理の処理期間と時間帯について検討した．その結
果，‘下関’系統では白熱電球を光源として，畝面の
光合成有効光量子密度（PPFD）を0.5 ～ 2.7 µmol・
m-2・s-1 とし，1月1日から80日間，15 ～ 16時間の日
長延長，あるいは暗期の中央よりやや遅い時間帯での
3 ～ 4時間の暗期中断を行うことで，慣行の種球生産
での掘り上げ時と同様に肥大充実した鱗茎を得られる
こ と を 明 ら か に し た（ 川 口・ 房 尾，2005，2006，
2010）．
　さらに，ワケギの種球生産では，鱗茎の肥大充実に
加え，分げつの後の分球を促し，掘り上げ時に得られ
る鱗茎数つまり種球数を確保することが重要である．
ワケギの分げつの促進については，長谷川ら（1979）
が示したように秋季に鱗茎を定植後，第一次生育期の
後の冬季の低温による生育停滞（他発休眠）を回避す
ることが有効であると考えられる．
　そこで，初夏どり栽培用の種球生産において，冬季
の生育停滞を回避し分げつを促進することを目的とし
て，栽培中の加温温度および加温開始時期が掘り上げ
時の生育および鱗茎肥大に及ぼす影響について検討し
た．

材  料  と  方  法

　2003年9月19日に直径21 cmのプラスチック鉢にマ
サ土とバーク堆肥（有機物70％，N：P2O5：K2O＝
1.5％：1.1％：0.4％，久米産業（株））を1：1（V/V）
で充填した．1鉢当たり12.4 gの有機入り配合肥料

（N：P2O5：K2O＝10％：8％：9％，広島県製肥（株））
と2.8 gの肥効調節型肥料（70日溶出タイプ，N：
P2O5：K2O＝20％：0％：13％，ジェイカムアグリ

（株））を混和した．広島県の夏季栽培の主要品種であ
る（長谷川ら，1981）ウイルスフリー化した6 ～ 9 g
の‘下関’系統の鱗茎を1鉢当たり1球定植し，広島
県立総合技術研究所農業技術センター（広島県東広島
市八本松町，北緯34度27分，東経132度43分）内の
ビニルハウスに搬入した．加温開始時期として，11月

10日（以下，11月開始区），12月10日（以下，12月
開始区）および1月10日（以下，1月開始区）の3区
を設け，最低気温は2℃（以下，2℃区）および5℃（以
下，5℃区）を組み合わせた6処理区を設けた．対照区
は無加温なりゆきとした．栽培期間中の灌水方法は，
畝面から深さ10 cmの土壌水分張力がpF 2.1に達した
時点を灌水開始点とし，畝面に敷設した灌水チューブ
により1回当たり5 mm相当量を灌水した．各処理区と
も，農業用暖房設備（KA-125，ネポン（株））を用い
て設定した温度で加温した．栽培期間中の施設内気温
お よ び 地 温 は， 自 記 温 度 計（ カ ー ド ロ ガ ー，
MR56011，（株）CHINO）により1時間間隔で計測した．
　2004年3月16日に処理を終了し，株を掘り上げ，生
育および鱗茎の肥大状況を調査した．1区当たり10株
とし，葉長，交合部径および葉鞘基部径は，各株の葉
長が最も長い分げつについて調査した．調製重は，株
を掘り上げ分割後，枯死した葉身とすべての根を切除
し計測した．鱗茎の肥大指数は加藤（1963）に従い，
葉鞘基部径を交合部径で除した値とした．また，鱗葉
は加藤（1993）および山崎（2003）に従い，葉鞘基
部が肥厚し葉身が伸長せず，葉身長を葉鞘長で除した
値が1以下の葉とし，その長さを計測した．分球は八
鍬（1963）に従い，肥大期までに分げつを繰り返し2
つ以上の生長点が平行して分化した後，葉鞘部が肥大
し外観的にも明瞭に個体が分かれた時点で分球とみな
した．

結　　　　　果

　栽培期間中の各処理区の日平均気温および日最低気
温の推移を図1に示した．11 ～ 3月における日平均気
温の月別の平均値は，2℃区では順に12.6，8.0，6.7，
9.0お よ び9.4 ℃，5 ℃ 区 で は 順 に13.5，9.7，9.1，
10.9および11.2℃，対照区では順に12.2，7.0，5.0，
7.3および8.4℃であった（図1A）．また，同期間の日
最低気温の月別の平均値は，2℃区では順に7.3，3.5，
3.1，2.9および3.8℃，5℃区では順に8.8，5.7，5.8，
6.6および7.4℃，対照区では順に5.3，-1.1，-4.2，
-3.2および-2.1℃であった（図1B）．
　株の掘り上げ時の調製重および分球数を図2に示し
た．調製重は，対照区と比較してすべての処理区で有
意に大きく，特に11月開始区の5℃区および12月開始
区の5℃区で大きかった．分球数は，対照区と比較し
て11月開始区の5℃区および12月開始区の5℃区で有
意に大きかった．
　鱗茎掘り上げ時の生育状況を表1に示した．葉長は，
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～ 13.7%であった．

考　　　　　察

　初夏どり栽培用の種球生産において，分げつおよび
分球を促して種球数を確保するため，栽培中の加温温
度および加温開始時期が掘り上げ時の生育および鱗茎
肥大に及ぼす影響について明らかにした．
　ワケギと同属のネギ（八鍬，2008）およびタマネギ

（加藤，1993）は冷涼な気候を好み，葉の伸長および

対照区と比較してすべての処理区で有意に大きく，加
温温度が高いほど大きい傾向にあった．分げつ数は，
対照区と比較して11月開始区の5℃区および12月開始
区の5℃区で有意に大きかった．交合部径，葉鞘基部
径および鱗茎の肥大指数は，加温開始時期および加温
温度による有意な差はみられなかった．鱗葉長は，対
照区と比較して11月開始区の2℃区およびすべての加
温開始時期の5℃区で有意に大きかった．鱗茎の乾物
率は，対照区では17.1％で，その他の処理区では11.5

図1　�ワケギ初夏どり栽培用の種球生産における加温温度および加温開始時期が日平
均気温【A】および日最低気温【B】の推移に及ぼす影響

図2　�ワケギ初夏どり栽培用の種球生産における最低気温および加温開始時期が調製
重および分球数に及ぼす影響

　　　 x  �同一調査項目において，異なる英文字間には，Tukeyの多重検定により5％水準
で有意差があることを示す
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結球の適温は15 ～ 25℃とされている．また，高樹
（1987）はアサツキの生育の様相，ならびに葉および
根の成長力の季節的変動について検討し，根および葉
の生長適温は，それぞれ21 ～ 25℃および17 ～ 25℃
であり，これに近い気温となる9 ～ 10月に成長が旺盛
となること，その後12 ～ 1月の低温により成長力が低
下して強制休眠に入るが，1月下旬以降の気温の上昇
に伴い再び成長力が増すと述べている．ワケギも同様
の季節的変動を示し，秋季に鱗茎を定植後，第一次生
育期，冬季の低温による生育停滞期およびその後の気
温上昇に伴う第二次生育期を経過する（長谷川ら，
1979）．本実験において，無加温とした対照区と比較
して，すべての処理区で調製重および葉長が大きく，
その値は加温温度が高いほど大きかった（表1）ことは，
加温によって栽培期間中の最低気温を高く維持するこ
とで，低温による生育停滞が軽減したためと考えられ
た．
　加温開始時期については，加温温度に関わらず，1
月開始区で11月開始区および12月開始区と比較して
調製重が小さかった（図2）．このことは，12月上旬か
ら平均および最低気温の急激な低下（図1A，B）がみ
られたことから，1月開始区では12月上旬から加温開
始までの期間の低温により，生長が停滞したためと考
えられた．
　低温条件と鱗茎肥大の関係については，山崎（2003）
は秋季にワケギ鱗茎を定植した後は，低温のみでは鱗
茎形成を誘導できないが，冬季の1 ～ 10℃の低温遭遇
により，その後の鱗茎形成の誘導に必要な長日の期間
が短縮されたとしている．このことは，ワケギが低温
遭遇することで，グリーンバーナリゼーションを受け

る（小川・松原，1982）と同時に，日長に対する感受
性が高まり（山崎，2003），長日に反応しやすい生理
状態となり（大久保ら，1981），長日条件による鱗茎
肥大がより助長され，その後の適温により鱗茎の肥大
充実と抽苔までの生育が進むとためとされている．こ
れらの低温による鱗茎や球根形成の誘導効果は，同属
のニンニク（高樹・青葉，1977）のほか，球根アイリ
ス（青葉，1974）やチューリップ（青葉，1976）にお
いても報告されており，秋季に定植後，春季および初
夏に球根を形成する球根類に共通した特性と考えられ
る．本実験において，加温開始時期が異なる処理区間
において鱗茎の肥大指数および鱗葉長に有意差が無
かったことから判断すると，11月上旬から最低気温を
2℃あるいは5℃としても，低温遭遇によるその後の長
日に対する感受性の向上効果が十分得られると考えら
れた．
　鱗茎形成が誘導された後の鱗茎肥大は，日照時間，
温度および窒素の施用量が大きく関与し，これらを適
正な条件とすることで，鱗葉の肥大初期にあたる第二
次生育期の生育を促し，鱗茎の肥大充実が図られると
している（長谷川ら，1979）．本実験において，すべ
ての処理区で対照区と比較して調製重，葉長および鱗
葉長が大きく（図2，表1），その効果は2℃区と比較
して5℃区で大きかったが，加温開始時期が1月まで
遅れると調製重の増加程度が小さい傾向にあった．こ
のことは，加温温度が高く，加温開始時期が早いほど
冬季の低温による生長停滞を回避して第二次生育期に
速やかに移行させることができ，分げつ数，分球数お
よび葉の同化能力が増加し，鱗葉の生長と鱗茎の肥大
が促進されたためと考えられた．

表 1　ワケギ初夏どり栽培用の種球（鱗茎）生産における加温温度および加温開始時期が生育に及ぼす影響

z 葉鞘基部径 / 交合部径
y 同一調査項目において，異なる英文字間には，Tukey の多重検定により 5％水準で有意差があることを示す
x ＊は 5％水準で有意，NS は有意差が無いことを示す
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　以上のことから，加温開始時期は1月上旬では収穫
時の調整重や分球数が他の処理区と比較して劣ること
から，12月上旬以前とするのが適当である．加温温度
については，11月開始区および12月開始区の5℃区で
明らかな分球数の増加がみられた．一方，2℃区にお
いても対照区と比較して生育が旺盛であり，11月開始
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と考えられた．

要　　　　　約

　ワケギ初夏どり栽培用の種球生産においては，冬季
の生育停滞を回避して分げつおよびその後の分球を促
し，掘り上げ時の種球としての鱗茎数を確保すること
が重要である．そこで，栽培中の加温温度および加温
開始時期が掘り上げ時の生育および鱗茎肥大に及ぼす
影響について検討した．その結果，加温温度が高いほ
ど，また加温開始時期が早いほど生育および分球数が
旺盛であった．加温開始時期は12月上旬以前とし，加
温温度は燃油量のコストを考慮し2℃とするのが実用
的であると考えられた．

キ ー ワ ー ド

　分球，休眠，鱗葉，長日
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